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的・制度的・人的な連結性を強化することを目指して、二〇一〇年、ＡＳＥＡＮ連結性マスタープランが発表された。連結性の強化は、インフラ整備や能力開発などのプロジェクトを実施することで経済統合を深化させようという取り組みである。マスタープランでは、こうしたプ 実施の めに、資金的 いは技術的支援を得ることに重点が置かれている。　
連結性強化のプロジェクトの履
行状況を把握するとともに、必要な資金や技術協力を得る め「ＡＳＥＡＮ連結性調整委員会（ＡＣＣＣ） 」が設置された。 の委員会を構成するのは、基本的に加盟各国がジャカルタに派遣す 大使級のＡＳＥＡＮ常駐代表である。ＡＳＥＡＮ常駐代表の組織的母体
や関連する諸手続きの整備などが中心である（参考文献①） 。一部、人的連結性として、教育や文化交流などＡＳＥＡＮ社会文化共同体に属する協力分野があ が、国防協力など、ＡＳＥＡＮ政治安全保障共同体に関する協力分野は皆無である（参考文献②） 。　
連結性マスタープランで強調さ
























































ジェクトの実施をレビューする組織として、ＡＣＣＣが設置された。連結性の強化はＡＥＣに直結するプロジェクトであるが、形式的にはＡＳＥＡＮ 三つの共同体 わたる計画である。そのため、ＡＣＣは、首脳会議の準備組織で加盟各国外相から成る ＳＥＡＮ調整理事会の下に置かれ、年に ～四回、会合を開いている。　
ＡＣＣＣを構成するのは、基本
的に加盟各国がジャカルタに派遣したＡＳＥＡＮ常駐代表である。常駐代表は、ジャカルタに常駐する大使級の外務官僚で 二〇〇八年に発効したＡＳＥＡＮ憲章の規定で設置された常駐代表委員会（ＣＰＲ）に参加する。ＣＰＲは、ＡＣＣＣと同様、ＡＳＥ Ｎ調整理事会の下に置かれ、その役割は、ＡＳＥ Ｎの合意が円滑に履行されるように各国の国内事務局と連
絡や調整を行うことや、ＡＳＥＡＮの組織の運営規則を作成すること、事務局の予算を管理すること、域外国の支援を受けて実施されるプロジェクトを企画立案するなど、ＡＳＥＡＮの日常業務 効率的に行うこ である（参考文献③） 。　
ＣＰＲがＡＣＣＣとして機能す


































ェクト情報シートを発表し、連結性マスタープランで提示された一五の優先プロジェクトの履行状況を確認している（参考文献⑥） 。このシートは各 資金拠出元を可視化したという点注目される（表２） 。ＡＳＥＡＮ諸国がプロジェクト 実施にあたり日本や欧州連合 ＥＵ 、アメリカ、中 などから資金を調達ている様子がうかがえ 。
表２　連結性強化のための優先プロジェクトと資金拠出元
連結性 対象分野 プロジェクト名 資金拠出元
1 物理的 運輸 ASEAN ハイウェイネットワーク完成 言及なし
2 物理的 運輸 シンガポール＝昆明間鉄道（SKRL）の完成 加盟各国、民間セクター、ASEAN インフラ基金、中国 ASEAN信用供与
3 物理的 情報通信 ASEAN ブロードバンドコリドーの設置 加盟各国、民間セクター、ASEAN インフラ基金、域外国
4 物理的 エネルギー マラッカ（マレーシア）＝プカンバル（インドネシア）間電力網 言及なし
5 物理的 エネルギー 西カリマンタン（インドネシア）＝サラワク（マレーシア）間電力網 アジア開発銀行（ADB）
6 物理的 運輸 RORO 船ネットワークと沿海海運に関する調査 国際協力機構（JICA）
7 制度的 物品貿易の自由化 相互認証協定の実施 欧州連合による ASEAN 地域統合支援（ARISE）、日本
8 制度的 物品貿易の自由化 共通の製品規格ルールの策定 欧州連合による ASEAN 地域統合支援（ARISE）
9 制度的 物品貿易の自由化 ASEAN・シングル・ウインドウ（ASW），ナショナル・シングル・ウインドウ（NSW）の完成 米国国際開発庁（USAID）、域外国、加盟各国
10 制度的 投資の自由化 投資規制の撤廃 言及なし
11 制度的 運輸円滑化 運輸円滑化の諸協定の実施 欧州連合による ASEAN 地域統合支援（ARISE）
12 人的 観光 ASEAN 加盟国国民のビザ規制緩和 ASEAN 開発基金、域外国、加盟各国
13 人的 文化 ASEAN バーチャル・ラーニング・リソース・センターの開発 ASEAN 開発基金、ASEAN 文化基金、域外国、民間セクター
14 人的 情報技術 情報通信技術学習プログラム ASEAN 情報通信技術（ICT）基金、タイ情報通信技術省
15 人的 文化、教育 ASEAN 共同体意識醸成プログラム（舞台芸術交流） ASEAN 文化基金、ASEAN 開発基金、加盟各国、日 ASEAN 統合基金（JAIF)、域外国、民間セクター
（注）　資金拠出元として「域外国」とあるのは、複数の国が支援している可能性を示唆するが、詳細は明らかになっていない。
（出所）　ASEAN Connectivity Project Information Sheets, August 2012より筆者作成。
表３　ASEAN連結性強化に関する関連年表
年 月 出来事・会議名
2009 10 ASEAN 連結性に関する首脳宣言、ホアヒン、タイ
2010 10 ASEAN 連結性マスタープラン発表
2010 12 第一回 ASEAN 連結性シンポジウム、ホーチミン、ベトナム
2011 1 ASEAN 連結性調整委員会の設置
2011 11 第二回 ASEAN 連結性シンポジウム、バリ、インドネシア
2012 4 ASEAN インフラ基金の設立
2012 9 第三回 ASEAN 連結性シンポジウム、プノンペン、カンボジア
2013 8 第四回 ASEAN 連結性シンポジウム、バンダルスリブガワン、ブルネイ
2014 9 第五回 ASEAN 連結性シンポジウム、ネピドー、ミャンマー











（出所） 　ASEAN Annual Report 各年版、ASEAN 日本政府代表



























ては、個々のプロジェクトの連絡先として関係各国の所轄官庁が記されている。こうしたことからＡＣＣＣは事務局を通じて関係する省庁から履行状況について情報提供を求め、それを整理する作業に終始しているとみられる。また、域外国との対話におい も、履行状況と協力の進展を確認するにとどまっている。二〇一五年四月の首脳会議では、ＡＣＣＣにポスト二〇一五年の連結性強化の計画を策定するよう指示された（参考文献⑩） 。 ＡＣＣＣが政策調整を十分に行ったうえでこ した提言の役割を果たせるかの試金石となろう。　
履行における問題点を明らかに




































 鈴木早苗「ＡＳＥＡＮ政治安全保障共同体――域内協力と域外協力の連関――」 （ 『海外事情』二〇一五年四月号）一八―三一ページ。
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